
2026年度入学生より中学校１年生から
GTECアセスメントを受検します。

★ 外部試験を取り入れた成長ストーリー ★

中1からの6年間、英語力の伸びを外部試験で可視化し、確かな成長を実感します。

『語学に関する自信』 と『国際交流に関する積極性』 を養います。

また、自らの歩みを成果として確認することで、『高い目標へ挑み続けるチャレンジ精神の育成』を図ります。

GTECアセスメント試験とは・・
日々の学習成果を多角的に分析し、生徒一人ひとりの確かな英語力向上につなげる学力診断テストです。その結果を授業や個別指導へフィードバックすることで、より効果的で質の高い学習環境を実現します。

【成長ストーリーの元となる進化のおさらい（椙中英語の進化 最新情報①参照）】
●ケンブリッジ大学出版のテキストを使用した英語授業
●外国人講師と日本人教員による少人数制授業 など

生徒自身が成長を把握し、一人ひとりの『伸び』を大切に育てるための新運用。
英語力向上を客観的に確認します。

※中2から受検

中1 中2 中3 中1 中2 中3

2025年度以前 2026年度以降 高校や大学、社会人に繋がる成長

※中１から受検

測定無し

自分のレベルを
知ることが出来た

もっと高いレベルに
チャレンジしたい！

高校では
もっと上に！

自分のレベルを
知ることが出来た

もっと高いレベルに
チャレンジしたい！



※学年・到達度に応じたレベルで受検し、技能別の強みと課題を指導・学習に反映 します。

次へ

次回の測定で
伸びを確認

伸ばす

個別学習、家庭学習、
補習等で教科

多読を個別に合ったレベル
で挑戦。
4技能育成の基礎を固める。

振り返る

・強み、課題を整理

・目標を設定

測る

「GTEC」で到達度を
技能別に把握

★本校の「測定 × 育成」サイクル（中１から）
授業の学びを“成果”につなげ、次の成長へ。

学ぶ

・ケンブリッジ大学出版
「GAME CHANGER」で
4技能統合型授業

・公立校で多く採用している
「NEW HORIZON」で
丁寧な能力UP

プレゼンテーション発表や
スピーキングテスト

「発表」や「アウトプット」の機会が多い
のが椙山の特徴です。
これらの力も測ります。

★中１から継続測定 成長の軌跡を6年間で追跡
同じ指標で「現在地→次の目標→伸び」を見える化します。

中１

１２月受験

中２

１２月受験

中３

７月受験

高１

７月受験

高２ 高３

高校段階でも継続的に測定・分析

サイクルを
回して

「学び方」を
更新
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